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新たな総合計画の基本的な考え方等について 

 

１ 現総合計画について（基本目標・基本姿勢・施策体系の柱・主要施策） 

 

（１）基本目標 

 

 

 

（２）基本姿勢 

 

 

 

 

 

 

 

（３）「柱」と「主要施策（２２の視点）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

礎：人と地域 柱１：活力 

柱２：安全・安心 柱３：思いやり 

○子ども・子育て 

○教育 

○文化・スポーツ、 

人々の活躍の場づくり 

○まちづくり・地域づくり 

○過疎・中山間地域 

○避難地域の再生・ 

避難者の生活再建 

○農林水産業 

○商工業・サービス業 

○再生可能エネルギー 

○雇用・産業人材の育成 

○観光・交流 

○交通基盤・物流基盤 

○健康づくり・健康管理 

○医療 

○介護・福祉 

○日常生活の安全と安心 

○原子力災害対策 

○大規模災害対策・ 

危機管理体制 

○人権の尊重・ 

男女共同参画社会 

○思いやりと支え合い 

○自然環境・ 

景観の保全、継承 

○循環型社会 

資料１ 

夢・希望・笑顔に満ちた“新生ふくしま“ 

思いやり・支え合いの心 

自ら切り開く新たな時代 

若い世代が夢や希望を持てる社会 
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２ 新たな総合計画について 

 

（１）留意すべき重要な視点 

 

現計画の目標、指標の達成状況などの成果を踏まえつつ、新たな時代の流

れや社会情勢の変化を的確に捉えた福島ならではの計画とするため、留意す

べき重要な視点を整理する。 

 

・ 複合災害からの復興・地方創生 

・ 人口減少・少子高齢化社会への対応 

・ （上記２点を取り組む）基盤となる人づくり 

・ ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の考え方との整合 

（多様性及び共生の視点を含む） 

・ Society5.0（第５の新たな社会）への対応 

・ 一極集中ではなく、自立分散型の県づくり 

・ 国土強靱化（防災・減災、災害からの速やかな復旧・復興） 
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（２）基本的な考え方（軸）・基本目標・施策体系の柱・主要施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新
た
な
総
合
計
画
を
貫
く
「
基
本
的
な
考
え
方
（
軸
）
」 

主要施策 

【基本目標】 ※将来の姿を共有できる表現を検討 

＜ 誇り・ プライド ＞ 
○ 福島に「生まれ」「育ち」「働き暮らす」ことや福島県出身者である 

ことを誇りに、国内外から憧れを抱かれるふくしまを創り、次の世代に 
引き継いでいく。 

 
○ 複合災害や自然災害にもくじけず、県外避難者も含め県民が一丸となって

復興にひたむきに取り組み、本県に思いを寄せる方々の共感の輪を広げて
いく。 

 
○ 急激に変化する時代の中にあっても、本県の歴史、すばらしい伝統、 

文化、自然を再認識し、その魅力を最大限に活かし、新たな魅力を創る。 

○ 人口減少下においても、持続可能な県づくりを進めていくため、 
震災以降、行政とＮＰＯ・企業・各種団体等多様な主体との間に生まれた 
新たな関係性を一層進化

・ ・

させつつ、それぞれの強みを伸ばし、 
弱みを補いながら、地域間や分野、業種の違いを超えて連携していく。 
 

○ これまでの復興を支えてくれた県民の努力、国内外からの支援、 

ご縁に感謝しつつ、県民や本県に思いを寄せるあらゆる主体とも連携・ 

共働しながら、県の課題に真摯に向き合って、着実に前進させることで 

国内外の社会的発展にも貢献していく。 

＜ 連携・共働 ＞ 

＜ 挑戦・チャレンジ ＞ 

暮らし 仕事 人 

・・ 

○ 県民が誇りを持てる社会の実現に向けて、「大胆な」挑戦、 
「きめ細かな」挑戦、そして、多くの方々と「共働する」挑戦など、 
「挑戦の深化」を進め、未来に向かって行動する。 
 

○ 県民一人ひとりの挑戦を支え、失敗を恐れず誰もが様々な挑戦が 

できるふくしまを創り、県民が輝ける社会を創る。 

・・ 

《 一人ひとりの思いを大切に 》 
一人ひとりの個性や多様性を尊重し、思いを大切にしながら、 
自分の居場所があり、生きがいを感じることができる 
「やさしい」社会を創る。

【柱】 
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（３）施策体系の「柱」と主要施策（視点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③『人』 

○ 子どもから大人まで一人ひとりの輝きと生きがいが 

見いだせる社会の実現 

○ 魅力と個性にあふれた地域社会の実現 

主要施策（視点）（仮） 

① 子ども・子育て  

② 教育  

③ 文化・スポーツ・人々の活躍の場づくり 

④ 人権の尊重・男女共同参画社会  

⑤ 思いやりと支え合い 

②『仕事』 

 

 

 

 

 

 

 

○ 地域に根ざした力強い産業の育成・新産業の育成、創出 

○ 多様な交流ネットワークの形成 

主要施策（視点）（仮） 

① 農林水産業  

② 商工業・サービス業  

③ 再生可能エネルギー 

④ 雇用・産業人材の育成  

⑤ 観光・交流 

①『暮らし』

 

 

 

 

 

 

 

○ 誰もが健康で安心して暮らせる社会づくり 

○ さまざまなリスクに対して安全で安心な社会の実現 

主要施策（視点）（仮） 

① まちづくり・地域づくり、過疎・中山間地域 

② 避難地域の再生・避難者の生活再建、原子力災害対策 

③ 健康づくり・健康管理、医療、介護・福祉 

④ 大規模災害対策・危機管理体制、日常生活の安全と安心 

⑤ 自然保護・景観の保全、継承、脱炭素、循環型社会 

⑥ 交流基盤・物流基盤 


